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第1章 環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

 

1 . 環境影響評価方法書の公告及び縦覧 

「環境影響評価法」第 7条の規定に基づき、環境影響評価方法書（以下「方法書」という。）

についての環境の保全の見地からの意見を求めるため、方法書を作成した旨及びその他事項

を公告し、方法書及びその要約書を公告の日から起算して 1 ヶ月間縦覧に供するとともに、

インターネットの利用により公表した。 

 

(1) 公告の日 

平成 28 年 1 月 26 日（火） 

 

(2) 公告の方法 

① 日刊新聞紙 

平成 28 年 1 月 26 日（火）付の以下の日刊紙に「お知らせ」を掲載した。 

・山形新聞（朝刊：2面） 〔別紙 1参照〕 

 

② 地方公共団体の広報紙 

平成 28 年 2 月 1日（月）発行の鶴岡市の広報紙に情報を掲載した。 

・広報つるおか 平成 28 年 2 月号 〔別紙 1参照〕 

 

③ インターネットによるお知らせ 

平成 28 年 1 月 26 日（火）から以下のホームページに情報を掲載した。 

・山形県  〔別紙 2参照〕 

・鶴岡市  〔別紙 3参照〕 

・当社   〔別紙 4参照〕 

 

(3) 縦覧期間 

平成 28 年 1 月 26 日（火）から 2月 25 日（木）まで 

（土・日・祝日、施設の休館日は除く） 
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(4) 縦覧場所及び縦覧時間 

① 関係自治体の庁舎及び周辺自治会の公民館での閲覧 

関係自治体の庁舎 1 箇所、事業実施想定区域周辺の自治会公民館等 5 箇所、計 6 箇所にお

いて閲覧を行った。 

・鶴岡市役所 5 階 政策企画課 （山形県鶴岡市馬場町 9-25） 09：00～17：00 

・三瀬コミュニティセンター （山形県鶴岡市三瀬字堅田 138-8） 〃 

・堅苔沢公民館 （山形県鶴岡市堅苔沢字淵の上 533） 〃 

・山五十川公民館 （山形県鶴岡市山五十川甲 475-1）  〃 

・小波渡自治会館 （山形県鶴岡市小波渡字浜田 53-1） 09：00～15：00 

・五十川自治公民館 （山形県鶴岡市五十川乙 14） 10：00～16：00 

 

② インターネットの利用による公表 

当社のホームページに方法書の内容を掲載し、縦覧期間中、常時アクセス可能な状態とし

た。〔別紙 4参照〕 

 

(5) 縦覧者数 

関係自治体の庁舎及び周辺自治会の公民館における閲覧者数は、20 名であった。 

・鶴岡市役所         3 名 

・三瀬コミュニティセンター  10 名 

・堅苔沢公民館        4 名 

・山五十川公民館       2 名 

・小波渡自治会館       1 名 

・五十川自治公民館      0 名 

 

 

2 . 環境影響評価方法書についての説明会の開催 

「環境影響評価法」第 7 条の 2 の規定に基づき、方法書の記載事項を周知するための説明

会を開催した。 

 

(1) 公告の日及び方法 

説明会の開催の公告は、方法書の縦覧等に関する公告と同時に行った。〔別紙 1,3,4 参照〕 

 

(2) 開催日時、開催場所及び来場者数 

説明会の開催日時、開催場所及び来場者数は、以下のとおりである。 

・開催日時： 平成 28 年 2 月 11 日（木・祝） 13 時 30 分～14 時 35 分 

・開催場所： 鶴岡市総合保健福祉センター にこふる （山形県鶴岡市泉町 5-30） 

・来場者数： 21 名 
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3 . 環境影響評価方法書についての意見の把握 

「環境影響評価法」第 8 条第 1 項の規定に基づき、環境の保全の見地からの意見を有する

方の意見書の提出を受け付けた。 

 

(1) 意見書の提出期間 

平成 28 年 1 月 26 日（火）から 3月 10 日（木）まで 

（郵送の場合は当日消印有効） 

 

(2) 意見書の提出方法 

意見書の提出は、以下の方法により受け付けた。意見書の用紙〔別紙 5 参照〕は、縦覧場

所に備え付けるとともに、当社ホームページから入手できるようにした。 

・縦覧場所に備え付けた意見書箱への投函 

・当社への郵送 

 

(3) 意見書の提出状況 

意見書の提出は 5通（意見書箱への投函 1通、郵送 4通）、意見総数は 14 件であった。 
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第2章 環境影響評価方法書について提出された環境の保全の見地からの意見の概要

と事業者の見解 

 

「環境影響評価法」第 9条及び「電気事業法」第 46 条の 6第 1項の規定に基づく、方法書

についての意見の概要及びこれに対する事業者の見解は、以下のとおりである。 

 

1. 事業計画全般に関する事項 

No. 意見の概要 当社の見解 

１ 尾根近くに設置されるので、土質が崩

れ易いと言われている一帯なので、特に

機材運搬用の道路と風車基盤の崩れの危

険度を1/50以上の大雨を想定して設計し

て貰いたい。 

勿論ここでもシードマット法を用いた

路肩や法面保護をやるよう要望する。 

今後、現地での地盤及び土質調査を実施

し、気象条件を考慮した設計及び工事方法

の検討を行います。 

法面保護の工法については、いただいた

ご意見も参考に、今後実施する詳細設計に

おいて外来植物対策に配慮した工法を検

討します。 

2 工事、作業道整備に伴う雨水処理（豪

雨時及び雪どけ時）の考え方を聞きたい。

既存道路や無立木地等を活用すること

により工事実施時の土工量を抑制すると

ともに、沈砂池等の濁水の流出防止策によ

り土砂や濁水の流出を最小限に抑える計

画とします。 

3 鶴岡市大山の高舘山頂のパラボラアン

テナと温海岳頂上西手前にあるパラボラ

アンテナ間でマイクロウェーブが交信さ

れており、TVだけでなく緊急・非常通信

用マイクロウェーブも通っている。 

平面的に見ると、高舘山－温海岳（ア

ンテナのある地点）のほぼ直線上に当該

予定地が位置し、若干のズレは有るよう

だが、ローターの直径を考えると、被る

可能性が有るし、標高からは正に直線上

にローターが当たるように見える。 

これらは事前に実験して、確認する必

要がある。 

防災無線について鶴岡市に確認したと

ころ、高舘山及び温海岳に中継局は存在す

るが、中継局を結ぶライン上と建設予定エ

リアが重なる場所はないため、問題ないと

判断しているとの回答をいただいており

ます。 

また、事業実施区域は、重要無線の伝搬

障害防止区域には該当しないことを確認

しています。 

4 調査の結果避けることが困難な状況に

あると判明した場合は計画の断念も視野

に入れて進める事を要望する。 

重大な環境影響を回避・低減するための

措置として、風車の位置、規模、基数の検

討を行います。風車基数の削減も想定して

います。 
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2. 動物・植物・生態系に関する事項 

No. 意見の概要 当社の見解 

1 コウモリの自動録音調査は周波数解析

が可能な方式を用いて解析を行うこと。 

コウモリ類を対象とした自動録音調査で

は、超音波自動録音装置を用いて超音波音声

を圧縮せずに録音し、周波数解析を行います。

2 コウモリの自動録音調査は1地点ではな

く、対象事業実施区域内の複数の地点また

はルートで調査を行い、空間スケールにお

けるコウモリの活動および集中場所を把

握すること。 

対象事業実施区域におけるコウモリ類の飛

翔状況については、バットディテクターを用

いた尾根上や林道上での調査や捕獲調査によ

り把握するとともに、尾根上にある風況観測

塔では2高度で自動録音調査を行い高さ方向

の飛翔状況を把握することで、空間的な飛翔

状況の把握に努めます。 

3 三瀬葉山ニッポンユビナガコウモリの

周年動態を把握しておくこと。 

三瀬葉山ニッポンユビナガコウモリ群棲地

については、5月から10月頃まで生息・繁殖し、

その後は集団で移動して皆無になることが知

られており、渡りの時期を把握した上で、適

切に予測及び評価します。 

4 対象事業実施区域には洞穴性コウモリ

だけでなく森林性のコウモリも生息する。

これらコウモリ類は夜間飛翔するため風

車にぶつかり死亡するおそれがある。しか

し方法書に記載した調査手法・調査地点・

調査時期・調査回数では単なる「コウモリ

相の把握」（どんな種がいるか、のみ）し

かできず、影響予測に必要な情報（コウモ

リの出現頻度、出現時期、出現時間帯、飛

行ルート、出現高度など）が十分に得られ

ないのではないか。 

コウモリ類の調査では、バットディテクタ

ー調査や捕獲調査に加え、自動録音調査によ

り高度別の出現頻度、出現時期・時間帯等を

把握することとしており、これらの調査結果

を踏まえ影響の予測及び評価を行います。 

5 風力発電施設供用によるコウモリへの

影響を予測するために、必要十分な調査を

行うべきである。必要十分な調査について

は、事業者とその委託先であるコンサルタ

ントの独自の判断によらず、必ずバッドス

トライクについて十分な知識のあるコウ

モリの専門家にヒアリングを行うべきで

はないのか。 

コウモリ類への影響については、専門家の

助言を踏まえて調査、予測及び評価を行いま

す。また、その結果、環境保全措置や事後調

査が必要と判断される場合には、専門家の助

言を踏まえてその内容を検討します。 

6 現地調査によりコウモリ類への影響が

予測される場合、保全対策と供用後のモニ
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タリング手法については事業者とその委

託先であるコンサルタントの独自の判断

によらず、必ずバッドストライクについて

十分な知識のあるコウモリの専門家に、調

査手法や調査時期など適切であるか、きち

んとヒアリングを行うべきではないか。 

7 1 野鳥、特に渡りの時期の調査を春、秋

とも調査回数を倍にすべきである。 

2 野鳥の猛禽類については調査地を海岸

線に拡大すべきである。 

3 植物の調査は徹底して実施すべきであ

る。 

理由 

対象事業実施地域は杉の人工林が多い

ものの、一帯はクマタカ・オオタカの猛禽

類の生息地で、ギフチョウの個体密度が高

く、植物でも希少種が多く生育している自

然度の高いところである。 

また本地域は指定されていないが庄内

海浜県立自然公園やラムサール条約登録

指定地の大山下池・上池が隣接しており、

貴重な場所である。 

対象事業実施区域及びその周辺が大型水鳥

等の渡りの重要なルートの一部になっている

可能性があることに留意し、地域の鳥類に精

通した専門家から種類による渡りの時期の違

いを考慮した調査時期について助言をいただ

き、それを踏まえて調査時期及び頻度を設定

しています。さらに、毎月3日間の希少猛禽類

調査においても大型水鳥の飛翔経路や高度を

記録することで、渡りの状況を適切に把握し

ます。 

猛禽類の調査地点は、クマタカ等の希少猛

禽類の行動圏を考慮して設定しており、海岸

線付近の飛翔状況も見渡せる地点配置となっ

ております。 

また、植物調査については、植物の開花・

結実の時期を考慮して調査時期を設定するな

ど適切に実施します。 

8 地元庄内地方の良好な自然を未来に繋

いで行くのが、現代を生きる我々の使命だ

と考えております。三瀬八森山は余り人が

入らず、自然が比較的良好に残っている地

域であります。 

事前に環境アセスを確実にやり、動植物

の貴重・稀少種（国・県のRDB掲載種及び

山形県庄内地方で分布の少ない種）の棲

息・生育が判った場合は、これらに極力影

響しないように対処する必要がある。 

当該地域を含む周辺地域には、下記の貴

重・稀少種等が確認されている（順不同）。

動物では、クマタカ、オオタカ、サシバ、

ハヤブサ、チョウゲンボウ、アオバト、ヤ

ツガシラ、オシドリ、フクロウ、ヤマネ、

頂いた貴重種等の情報や既存資料及び現地

調査により把握した生物の生息・生育状況に

留意し、環境影響評価を確実に行います。 
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ムササビ、ギフチョウ等が棲息する。 

特に猛禽類のクマタカ、オオタカ、サシ

バ、ハヤブサ等は留鳥であり、スキー場や

峰に沿った林道沿いを狩場として利用す

る頻度が高いと思われるので、風車に因る

バードストライクが心配される。環境省の

「鳥類等に関する風力発電施設立地適正

化のための手引き」や日本大学大学院総合

社会情報研究科眞邉一近教授の「バードス

トライク－風力発電と野生生物」等を参考

に、バードストライクの無い様にする立地

と方法（ブレードの着色方法等を含む）を

考えられたい。 

猛禽類の調査は種と時期によって行動

パターンが異なるので、四季各連続3日宛

では不足である。特に狩りが待ち伏せ型の

クマタカ、オオタカは番い形成期以外は目

に付きにくいので、この3倍以上の調査日

時が必要である。 

植物では、シロバナカタクリを含むカタ

クリ群落、コシノコバイモ（北限に近い自

生地）、コシノカンアオイ、ナガバジャノ

ヒゲ（極少）、アザミの新種 Cirsium

nsp.？とされ検討中のもの、ヤマシャクヤ

ク、シラネアオイ等が生育する。これらは

八森山の尾根や林道を含む地域に多く自

生するので、機材運搬すると決まった場合

の機材運搬用道路造成（拡幅含む）は、こ

の地域を避けるべきである。 

また、道路拡幅等する場合は、極力外部

からの土砂搬入を避け、法面保持の為の植

栽植物は、現地の表土を用いたシードマッ

ト法で行なう様に要望する。外来植物の進

入を予防し植生を保全する為である。 

 

バードストライクの影響については、方法

書に記載したとおり「鳥類等に関する風力発

電施設立地適正化のための手引き」（環境省、

平成23年）や「球体モデルによる風車への鳥

類衝突数の推定法」（由井ら、2013）等を参考

として予測を行い、環境保全措置の検討を行

います。 

 

 

 

 

 

猛禽類の調査については、四季だけではな

く毎月調査を実施しており、出現種や行動パ

ターンを把握しております。 

 

 

 

植物については、現地調査において貴重種

等の生育場所の確認を行っております。 

機材運搬用道路については、すでに伐開さ

れた土地の活用や、現地調査から得られた貴

重種の生育状況等を踏まえ、実行可能な範囲

で貴重種の生育地の改変を回避・低減すると

ともに、回避・低減が困難な場合には移植等

の代償措置を検討していきたいと考えており

ます。 

 

法面保護の工法については、いただいたご

意見も参考に、今後実施する詳細設計におい

て外来植物対策に配慮した工法を検討しま

す。 
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3. その他の意見 

No. 意見の概要 当社の見解 

1 他地域のアイテム3％地元還元の報道有

り。今回のアイテムに対して具体的内容有

れば提示をお願いしたい。 

地元の活性化、再生可能エネルギーの推進

を基本とした地元貢献策について、地元の各

自治会と定期的に協議を進めていく予定で

す。 

2 設置20年以降の運用は現段階不明と聞

いているが、やむなく撤退する場合の考え

方を聞きたい。 

事業期間（20年間）の終了後は、原則とし

て風力発電設備は撤去する計画ですが、20年

以降の社会情勢、固定価格買取制度の状況、

事業採算性等を考慮のうえ、事業継続の判断

を行います。 
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